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版画用ブラシ（刷毛）は、木版画の摺りの際に、墨や絵
具、糊を版上で混ぜ合わせ、均等にのばすために使用す
るものです。
ブラシには靴ブラシのような形状をした丸刷毛と柄の付
いた手刷毛の 2 種類があり、使用する面積が広い場合に
丸刷毛を、狭い場合に手刷毛を使用します。ブラシは絵
具を版上に広げ、版の凹部にたまった余分な絵具をさら
う働きをするため、毛先が細かく柔らかで、かつ腰が強
く硬い必要があります。そのため、一般的なブラシには
馬のたてがみやしっぽの毛が用いられています。また鹿
毛や豚毛を用いたブラシもあります。
新品のブラシや毛先が磨り減ってしまったブラシは、「刷
毛おろし」をしてから使用します。「刷毛おろし」とは、
まず熱した鉄板の上で刷毛の毛先を焼いて形を整え、焼
いた毛先をお湯に浸した後に水気を切り、鮫皮のとげと
逆目に擦り付けます。この処理をすることで、毛先が割
れ、絵具をよく含むようになり、版上で絵具をのばしや
すくなります。
使用した後のブラシは、根元に絵具や糊が残りやすいた
め、石けんなどを使用し色残りが無くなるまでよく洗い
ます。また、洗った後のブラシはカビが付着する可能性
があるため、水気をしっかりと切り、形を整え、風通し
の良い場所で乾燥し保管しなければなりません。
版画用ブラシは、刷毛専門店や版画材料を扱っている画
材店で購入することができます。


